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１．はじめに
阪神高速道路は、昭和 39

（1964）年 6月 28 日に大阪 1号
線（現在の 1 号環状線）土佐
堀～湊町間 2.3km が開通して
以来、平成 26（2014）年で 50
周年を迎えます。
阪神高速は現在、阪神地区
と京都地区において総延長
259.1kmの営業路線を有する都
市高速道路ネットワークとし
て、一日約 74 万台のお客さま
にご利用いただいており、関
西都市圏の大動脈として、関
西の暮らしと経済の発展を支える重要な役割を担っています。本稿では、阪神高速の設立の経緯やネット
ワークの変遷、また、次の 50 年、100 年に向けた取り組みについて、ご紹介いたします。

２．阪神高速道路公団の設立
昭和 30（1955）年代、我が国は戦後復興期から高度成長期に突入。それに伴い自動車交通量は急増し、

東京・大阪などの大都市圏では交通事情は悪化の一途をたどっていました。そこで、大都市における交通
の円滑化を図る抜本的対策として期待されたのが、自動車と歩行者の交通を分離するとともに、平面交差
を無くした自動車専用道路の整備でした。
昭和 31（1956）年、道路整備特別措置法の全面改正により、公団方式による有料道路整備が採用され「日

本道路公団」が設立。続いて、昭和 34（1959）年の道路法改正により自動車専用道路に関する規定が設
けられ、東京及び周辺地域で有料の自動車専用道路を建設・管理する主体として、同年 6月に「首都高速
道路公団」が設立されました。
一方、阪神地区の道路整備状況は首都圏以上に悪く、交通渋滞が慢性化して地域の産業・経済に重大な
影響を与えていました。そこで、阪神地区の政財官が一体となり、関係機関に高速道路の早期建設と新公
団設立が強力に働きかけられることとなり、昭和 37（1962）年 5月 1 日、「阪神高速道路公団（現・阪神
高速道路株式会社）」が設立されました。

阪神高速開通50周年阪神高速開通50周年
～これまでの「ありがとう」をこれからの「サービス」へ～～これまでの「ありがとう」をこれからの「サービス」へ～

阪神高速道路株式会社
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３．ネットワークの変遷
阪神高速の当初計画路線は、大阪 4路線・神戸
1路線の 5路線（大阪池田線、大阪東大阪線、大
阪守口線、大阪堺線、神戸西宮線）。このうち、
最初に着工されたのが大阪池田線で、昭和 37
（1962）年 10 月 29 日、土佐堀河畔にて起工式が
行われました。そして、わずか 1年 8か月目の昭
和 39（1964）年 6 月 28 日には、土佐堀～湊町間
2.3kmが南行き一方通行により大阪 1号線の名称
で開通。次いで、同年 11 月 12 日、出入橋～土佐
堀間 0.8kmも開通し、この年、供用延長を 3.1km
としました。さらに、昭和 45（1970）年に大阪
で行われた万国博覧会の関連事業として 7 路線
（79.4km）が位置付けられ、一部未完成の区間が
残ったものの、ほぼ予定に近い形で整備を終える
ことができました。

1 号環状線開通パレードの様子（S39）

阪神高速は、既成市街地での建設となることか
ら、用地上の制約や独特の立地条件により、その
設計・施工には様々な工夫が施されています。
11 号池田線中之島付近では、ビルが林立して
用地買収も難しく、線形の決定には慎重な検討が
繰り返されました。その結果、ビルの間を縫い、
土佐堀川から朝日新聞社ビルの中を通して堂島川
へ出る、当時としては珍しい S字の線形が採用
されました。
また、13 号東大阪線の船場地区では、都市再
開発計画の一環として船場センタービルを造り、
その屋上に高速道路と大阪市の高架街路を走らせ 建設中の中之島Ｓ字橋

1962（S37）年 5 月 阪神高速道路公団が発足
1964（S39）年 6 月 1 号環状線土佐堀～湊町間 2.3kmが開通
1966（S41）年 10月 3 号神戸線京橋～柳原間 3.3kmが開通
1969（S44）年 11月 交通管制システムを導入

1970（S45）年 3 月
15 号堺線湊町～堺間 11.5kmなど各路線が
順次開通し、総延長 74.1kmの高速道路網
が完成

1974（S49）年 7 月 港大橋完成
1976（S51）年 12月 通算通行台数 10 億台突破

1978（S53）年 1 月 3 号神戸線に京橋パーキングエリアがオー
プン

1980（S55）年 3 月 14 号松原線山王～松原 JCT 間 11.2km が
開通し、総延長が 100kmを突破

1981（S56）年 6 月 3 号神戸線西本町～西宮 IC間 14.3km が
開通し、大阪・神戸間を直結

1985（S60）年 8 月 7 号北神戸線伊川谷 JCT～前開間 5.2km
が開通

1988（S63）年 1 月 1 号環状線全線通行止工事（のべ 11日間）
を実施

1994（H06）年 4 月
関西国際空港と神戸を結び大阪ベイエリア
の大動脈となる湾岸線（2 区間 31.1km）が
開通し、総延長が 200kmに到達

1995（H07）年 1 月 阪神・淡路大震災により 3 号神戸線、5
号湾岸線を中心に甚大な被害が発生

1996（H08）年 9 月 3 号神戸線武庫川～深江間 9.3kmの工事
が完了し、全線が復旧開通

2001（H13）年 7 月 ＥＴＣサービスを開始（2000 年 12 月から
試行運用中）

2003（H15）年 8 月
31 号神戸山手線白川 JCT ～神戸長田間
7.3km が開通し、神戸地区のネットワー
クが充実

2005（H17）年 10月 阪神高速道路株式会社が発足

2008（H20）年 1 月 8 号京都線上鳥羽～第二京阪道路接続部間
5.5kmが開通

2012（H24）年

1 月 均一料金から距離料金へ移行
5 月 ＥＴＣ利用率が 90％を突破

10月 新神戸トンネル 8.5kmを神戸市道路公社
から移管

2013（H25）年 5 月 2 号淀川左岸線島屋～海老江JCT間4.3km
が開通し、総延長が 259.1kmに到達
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る構造で、将来の都市高速道路に新たな方向付けを示すものとして国際的にも注目を集めました。都心の
抜本的な市街地改造につながるものであり、また土地の高度立体利用という面でも画期的として高く評価
され、その経験は、後の梅田出路や湊町出路、泉大津 PAといった立体道路制度の活用に引き継がれるこ
ととなります。

平成 6（1994）年 4 月には、大阪と神戸を湾
岸地域で結び、関西国際空港へのアクセス道路
となる湾岸線（六甲アイランド北～りんくう
JCT）が開通しました。湾岸線は、阪神高速を
代表する数多くの長大橋梁が連なります。中
でも、昭和 49（1974）年に開通した港大橋は、
世界第 3位の中央径間（510m）を誇るトラス
橋で、本州四国連絡橋をはじめとする我が国の
長大橋建設のさきがけとなりました。

平成 7（1995）年 1 月 17 日午前 5 時 46 分、
M7.3、最大震度 7、震源地を淡路島北部とする
阪神淡路大震災が発生。港町神戸を襲った未曽
有の規模の都市直下型地震でした。阪神高速道
路の被害は、3号神戸線で橋脚 1,175 基のうち
637 基、橋桁 1,304 径間のうち 551 径間が損傷。
特に、東灘区深江地区で 635m にわたり 17 基
の橋脚が倒壊しました。5号湾岸線では、西宮
市甲子園浜で落橋、六甲アイランド大橋は 1万
トン以上の主構が 3mも横にずれました。
阪神高速では、3号神戸線を一日も早く復旧
させるため、4 月 1 日に「神戸線復旧建設部」
を設置し、工事に取り組みました。工事を進め
るにあたっては、「一日も早く復旧させる」「震
災以前よりも安全で快適な道路に甦らせる」「沿
道環境に最大限配慮した工事を行う」を目標と
し、24 時間態勢による作業員の大量動員を図っ
たほか、鋼製梁、橋脚下部免震構造、マックス
キャリアといった様々な新工法・新技術を積極
的に採用するなど、あらゆる対策をとって取り
組みました。その結果、当初の予定を大幅に上
回る 623 日で、全線復旧を果たしました。阪神
高速では、この甚大な被害を教訓に、より安全
な道路づくり、道路サービスを目指しています。
　

倒壊した 3号神戸線

全線復旧した３号神戸線

港大橋吊桁部の一括吊上げ架設
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平成 17（2005）年 10 月 1 日、阪神高速道路公団を含む道路四公団が民営化され（他の道路公団は、日
本道路公団、首都高速道路公団、本州四国連絡橋公団）、阪神高速道路公団は、阪神高速道路株式会社に
生まれ変わりました。企業理念を「先進の道路サービスへ」とし、「安全・安心・快適」な道路ネットワー
クを通じてお客さま満足を実現し、関西の暮らしや経済の発展に貢献していくことを明確にしました。以
降、交通安全対策やパーキングエリアの改修など、お客
さまにより快適に道路をご利用いただけるよう、様々な
取り組みを実行してきました。
さらに、平成 20（2008）年には、8号京都線が開通。
阪神高速のネットワークは、京都にも拡がりました。

平成 24（2012）年 1月 1日からは、阪神高速の料金が、
料金圏別の「均一料金」から、料金圏のない「距離料金」
へ移行しました（京都圏を除く）。距離料金は 6km以下
を下限料金とし、ご利用距離 6kmごとに料金を加算。
24kmを超える場合はどこまでご利用いただいても上限
料金となる料金体系となりました。また、それと同時に
料金割引も新しくなりました。
ネットワークの拡大も着実に進み、平成 25（2013）
年 5月には、大阪都市再生環状道路の一翼を担う淀川左
岸線（島屋～海老江 JCT）が開通するなど、阪神高速
の総延長距離は、開通から 50 年を経て 259.1km に達し
ています。

４．新たな50年に向けて
１）長寿命化・老朽化対策の推進
阪神高速道路のうち、開通後 40 年が経過した道路は、平成 25 年 3 月現在で、阪神圏全体の 3割（32％）、
さらに 10 年経過すると 5割（51％）に達する見込みで、構造物の高齢化はますます進んでいます。ま
た、大型車の比率が高く、重交通の負担により極めて過酷な使用状況にあります。このような状況のも
と、当社では、常に「安全・安心・快適」な道路を目指し、構造物の点検・維持・修繕を実施してきま
した。また、終日通行止めによるフレッシュアップ工事など、計画的な維持管理に努めてきました。し
かし、高齢化が進む道路の使用状況は過酷を極めており、鋼構造物の疲労・腐食やコンクリート構造物
のひび割れなどの損傷が数多く発生し、本来もっている健全性が低下していく老朽化現象が顕在化して
きています。
当社では、今後も適切な点検・維持・修繕を計画的に行っていくほか、目に見えない内部を点検する
技術、鋼橋の疲労・防食に備えた対策技術や、コンクリート構造物のひび割れ対策技術といった、新し
い技術や耐久性の高い構造の開発・実用化など、今後も高速道路の長寿命化に向けた技術向上に取り組
んでいきます。さらに、これまでに蓄積してきた点検や補修の実績データを活用した日々の維持管理の
効率化支援ツールの構築や、これまでに培った維持管理に関するさまざまな技術の確実な承継により、
長期的な維持管理計画に基づく長寿命化に取り組むとともに、計画（Plan）、実施（Do）、評価（Check）、

２号淀川左岸線海老江 JCT付近
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改善（Action）の PDCAサイクルに基づく持続可能な維持管理を行っていきます。
一方で、老朽化の進展に伴って重大な損傷が顕在化し、将来通行止めなどが発生するおそれのある構
造物は、大規模更新や大規模修繕といった更なる老朽化対策を順次進めていくことが必要になってきて
います。

２）阪神高速道路の更新計画
構造物の更新の必要性、ならびに更新の実施に必要な環境整備等を含め、長期的な視点での維持管理
のあり方について技術的観点から検討する「阪神高速道路の長期維持管理及び更新に関する技術検討委
員会」（委員長　渡邊英一京都大学名誉教授）が設立され、平成25年4月17日には提言が手交されました。
これを受けて、当社では、最新の損傷状況等を改めて精査し、大規模更新または大規模修繕の実施を
前提とした「更新計画（概略）」を平成 26 年 1 月に発表しました。
更新計画（概略）の検討にあたっては、老朽化の進展に伴って重大な損傷が顕在化し、繰り返し補修
を実施しても構造物の健全性を引き上げることができず、致命的な損傷に進展し、通行止め等が発生す
るおそれのある構造物を抽出しました。さらに、全体的な取替え（更新）が効率的・効果的な箇所につ
いて大規模更新を、それ以外の箇所について大規模修繕を実施することとしました。今後、迂回路を設
置するなど長期間にわたる通行止めを極力伴わない施工方法を選定しつつ検討を進めていきます。更新
計画の実施にあたっては、国、地方公共団体等と十分連携し、お客さまのご理解を得ながら進めていく
ことが必要です。また、新技術の導入、技術開発の推進などについて、従来の枠組みにとらわれない多
様な取り組みを積極的に進めていきたいと考えています。

※1

３）ミッシングリンク解消に向けたネットワーク整備
阪神高速のネットワークのうち、大阪地区においては、1号環状線を中心に、3号神戸線、11 号池田線、
15 号堺線などが放射状に延びており、それらの路線を行き来するには、いったん 1号環状線に入らな
ければなりません。このため、大阪都心部に用事のない車両、いわゆる通過交通によって慢性的な交通
渋滞が引き起こされています。
そこで、この問題を解決するため、平成 13 年に「都市再生プロジェクト」が策定され、1号環状線
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の外側に形成される大阪都市再生環状道路の整備が決定しました。これらの整備により、新たな道路ネッ
トワークが形成され都心部の通過交通が分散し、交通渋滞が緩和されることで、周辺の環境改善や渋滞
損失時間の減少による経済効果にも寄与するものと思われます。
現在、この大阪都市再生環状道路に位置づけられた淀川左岸線、大和川線及び松原 JCTと、神戸・
湾岸方面から池田・守口方面へのアクセスを向上させる西船場 JCTの整備を進めています。
また、淀川左岸線延伸部、大阪湾岸道路西伸部、名神湾岸連絡線など、課題となっているミッシング
リンクの解消も当社の重大な使命と考えており、今後も地元の皆さま、関係機関と緊密に連携し、整備
のあり方に関する議論に積極的に参画していきます。

大和川線

西船場ＪＣＴ

松原ＪＣＴ松原ＪＣＴ

その他、交通安全対策、渋滞対策の推進や ITS 技術を活用した交通情報技術の向上といった技術の
発展や、シームレスな料金体系の実現、さらなるお客さまサービス向上など、これからの 50 年、100
年も「先進の道路サービス」を実現するために、阪神高速グループ一丸となって、様々な施策に取り組
んでいきたいと考えています。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF65e57d4c537052377528>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


